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研究成果の概要： 

本研究は，認知症高齢者グループホームで終末期ケアを実施するための研修プログラムの開

発を目的とし，終末期ケアのニーズ調査ならびに「認知症高齢者のための終末期」研修会を実

施した．その結果，研修会受講は終末期ケアに対する認識の変化は，一時的なものであり，そ

のことは時間の経過とともに死が現実的になり，[死にゆく患者のケアへの恐怖]の認識がさら

に高まっていた．しかし，「家族への配慮」「家族の心理的支援」「家族の役割」の認識について

は変化を認めず，家族への援助ケアの認識は，日常的に認識されていたと考える．今後，職員

の[死にゆく患者のケアへの恐怖]を緩和するために，認知症高齢者グループホームに出向いて

の 3 か月以内の継続的な出張研修会の介入や，死の準備教育やグリーフケアなどの死の恐怖に

対するケアやサポートが必要である．今後，医療連携における看護職との連携システムの中で，

ホームへの出張研修会の実施や職員の精神的サポートを実施していくことが必要である． 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 現在の認知症高齢者数は，2005 年では

推定 205 万人であり，2035 年には 445 万人に

増加すると推測されている．そこで，なじみ

の関係の中で自立を目指して共同生活を送

るという認知症対応共同生活介護事業(以下，

グループホーム)が 1992 年より全国各地に新

設され，2008 年 9 月 30 日では 9,445 か所に

まで普及してきた． 

(2) 従来，認知症高齢者がグループホーム

で生活をしていても，病院で看取られること

が一般的であったが，昨今リロケーションダ

メージの軽減やなじみのある場所で尊厳あ

る最期を迎える場として，グループホームに

おける看取りが積極的に期待されている． 

(3) 入居時は介護度が比較的軽度であった

認知症高齢者が，認知症の進行やがんや慢性

疾患の重度化により，グループホームで終末期

を迎えた割合は，2005年では14.4%あったと厚

生労働省調査から報告されている．また，入居

者やその家族の64%がグループホームでの看

取りを希望しており，終末期ケアの対応がさ

らに求められることが予測される． 

(4) そこで住み慣れた地域で初期から終末ま

での継続的な支援という命題においては，「重度

化対応」や「看取りへの支援」が避けられない課

題となっており，グループホームの職員には認

知症に対するケアだけでなく，終末期ケアにお

いても重要な役割が求められていると考える． 
 
２．研究の目的 
認知症高齢者グループホームで生活する

認知症高齢者の終末期ケアの質の向上をめ

ざして，職員のための研修プログラムを企

画・立案し，その有用性について検証する． 
 

３．研究の方法 
(1) 認知症高齢者グループホームにおける

終末期ケアの実態とニーズ調査(平成18年度) 

①認知症高齢者の人をケアする職員(看護

職・介護職・施設管理者)を対象に半構成的面

接を実施した． 

②近畿圏内の認知症高齢者グループホーム

に勤務する職員(看護職・介護職・施設管理者)

を対象に質問紙調査(郵送留め置き法)を実施

した． 

③近畿圏内の認知症高齢者ケア施設(特養・老

健・認知症治療病棟・認知症高齢者グループ

ホーム)の介護職と看護職を対象に，終末期ケ

アに関する質問紙調査(郵送留め置き法)を実

施した． 

④海外の認知症高齢者ケア提供システムの 

実態視察とケア管理者に聞き取り調査を実

施した． 

(2) 認知症高齢者グループホームで終末期ケ

アを実施するための研修プログラムの立

案・実施(平成 19 年度)  

① 平成 18 年度に明らかになった終末期ケ 

アのニーズより，大阪府下の認知症高齢者グ

ループホーム職員を対象に，終末期ケア研修

会を企画・開催した．受講希望者は，1 日目

106 人・2 日目 46 人を予定した(実際の参加

者:1 日目 87 人・2 日目 36 人)． 

② 受講者には，事前課題レポートにより抱 

えている課題を確認し，グループワーク構成

の参考にした．研修会は連続する 2 日間(12

時間)で，講義とグループワークで構成した．

グループワークには，研究者ならびに研究協

力者が各グループに 1 人ファシリテータとし

て参加した．事後課題レポートと調査票「参

加者の属性」「ターミナルケア態度尺



度:FATCOD B-J」配付し，得られたデータを

整理した． 

(3) 研修会の評価(平成 20 年度)  

①研修会実施前後に，実施した課題レポー 

ト と 調 査 票 「 タ ー ミ ナ ル ケ ア 態 度 尺

度:FATCOD B-J」の受講後 3 か月・受講後 6

か月のデータ収集と非介入群のデータ収集

を実施した． 

③ 受講後 6 か月に，フォーカスグループ・ 

インタビューを行い，研修会受講後の終末期

ケアに対する取り組み状況と研修会の有用

性について意見交換を行った． 
 
４． 研究成果 

(1) グループホームにおける終末期ケアに対す 

る介護職員の思い「事例検討会を実施した記録

の内容分析」 

認知症高齢者グループホームの職員を対

象に終末期ケアに関する事例検討会を行っ

た記録を質的帰納的に内容分析した．終末期

において職員は体力を消耗させないために，

日常生活の工夫や，痛みや嘔気からくる苦し

みや辛い気持ちに寄り添っていた．また医師

や看護師と連携の中で痛みに対するケアの

実施が充分ではなかったことの思いが表出

された．「本当にグループホームで介護して

いてよかったのか」，「入院した方が対象者に

とって安楽だったのではないか」と葛藤して

いた．後悔や葛藤より，グループホームの終

末期ケアにおける介護者としての無力感や

限界を感じていた．事例検討会をすることで

他の介護職員の行動や思いを知り，お互いが

支え合いながら対象者の辛さに向き合おう

としていたことが伺えた．課題として，同僚

や上司，第三者による職員の精神的サポート

と終末期ケアに対する研修の必要性が明ら

かになった． 

(2)認知症高齢者グループホームにおける終末

期ケアの実態と課題 

グループホーム施設管理者ならびに職員 6

人に終末期ケアに対する考え方をインタビ

ューした．1)認知症高齢者グループホームの

職員は終末期ケアの経験が少なく，不安のあ

る中で最期までその人らしく生きることを

見守る姿勢があった．2) 認知症高齢者の終末

期ケアに対する課題として，職員の①学習に

対するニードの把握②人員不足③医療者と

の連携不足④価値観の相違が明らかになり，

研修や学習の機会の必要性が示唆された． 

(3) 認知症高齢者グループホームにおける終

末期ケアの実態と必要な研修プログラム内容

の把握 

グループホームにおける認知症高齢者に

対する終末期ケアの現状の把握と今後の課

題ならびに必要な研修プログラム内容を明

らかにすることを目的に，近畿圏内 1,062 か

所のグループホームに質問紙調査を実施し

た．回答のあったグループホームは 374 か所

（回収率 35.1%），1,792 人が回答し，その内

484 人は施設管理者であった．終末期ケアの

「介護経験がある」は 124 か所(28.0%)であり，

終末期ケアに「今後取組みたいと考えてい

る」は 282 か所(65.0%)であった．終末期ケア

を実施するときに必要な援助は， 「終末期

ケアの知識」1,135 人(66.3%)，「本人や家族の

希望を知る」1,110 人(64.7%)，「医療機関との

連携」1,069 人(62.3%)が上位であった．設置

年数や職員の就業年数および看護師数とケ

アの経験の有無では，差はあるものの，半数

以上でケアの経験がないことがわかった．ケ

アの経験内容は職種により若干の違いがあ

り，ヘルパーでは通常の介護業務を，看護師

は緩和ケアを実施していることが明らかと

なった．グループホームの職員は，終末期に

おける症状の観察などの知識を得て，本人や

家族の希望を知り，医療機関との連携を図る

ことで，終末期ケアに取り組みたいと考えて

いることが明らかになった． また参加した

い研修内容は，緩和ケアに関するものが上位

に挙げられていることが判明した． 
(4) 認知症高齢者グループホームで終末期 

ケアを実施するための研修プログラムの立 

案・実施 



平成 18 年度の実態とニーズ調査から認知

症高齢者グループホームにおける職員は，終

末期ケアを実施するにあたり，事例検討会や

研修会を通して学習や情報交換をしたいと

考えていることが明らかとなった．そして，

学習内容には①認知症終末期の考え方②終

末期症状の観察③グループホームでの終末

期ケアの実際④苦痛の緩和⑤医療・看護との

連携⑥家族への支援⑦事例検討(グループワ

ーク)を盛り込んだ研修会を企画し，2 日間に

わたり実施した． 

 (5)認知症高齢者の終末期ケア研修会の評価

「研修会受講者への質問紙調査の分析」 

認知症高齢者のための終末期ケア研修会

（2008 年 2 月 1 日，2 日実施）を受講したグ

ループホーム職員を対象に，認知症高齢者の

終末期ケアに対する認識等を問う調査票を

配布した．グループホームにおいて「終末期

ケアを提供する必要性がある」は受講前の

61.4%から受講後 77.1%に増加し，反対に「必

要がない」は 1.4%から 0%へ減少した．また，

グループホームにおいて「終末期ケアの実施

が可能である」は，受講前の 37.1%から受講

後 58.6%に増加し，「無理がある」は 24.3%

から 11.4%に減少した．受講前「無理がある」

「わからない」と回答した理由に「終末期ケ

アの経験がない」や「職員体制の不備」を挙

げる人が複数見られたが，受講後は「終末期

ケアは自分が思うほど難しいものではない

と感じた」や「スタッフ等の体制が整えば可

能」などの終末期ケアに対して前向きな意見

が増していた．研修会の内容では「終末期の

定義とグループホームでの終末期の捉え方」

の項目で 88.3%の人から「よく理解できた」

との回答があった．受講後の意見には「終末

期ケアに対する考えを整理できた」「不安が

軽減した」「死への考えが変わった」「自信に

なった」などが挙げられていた． 

(6)認知症高齢者の終末期ケア研修会受講者

の課題レポートの内容分析 

  2008 年 2 月に，終末期ケア研修会に参加し 

た大阪府下のグループホーム職員を対象と 

し，提出された課題レポートを内容分析した． 

グループホーム職員は，終末期ケアの必要性 

を感じながらも，その取り組みについて課題 

を残していたが，課題達成のための取り組み 

が具体化されていた．「終末期ケアは入居し 

た時から始まっている」という学びから，今 

まで行ってきたその人らしい生活を支援し 

ていく延長線上に看取りがあることを確認 

し「終末期ケアの概念の再構築」をしていた． 

グループホーム職員は，入居時から利用者と 

家族の希望を聞き，ゴールを共有していくた 

めには「スタッフ間での話し合い」や「人の 

自然な死について話し合う」ことの必要性を 

見出すこともできていた．同時に家族支援や 

医療との連携など取り組むべき具体的な行 

動目標も明らかになった．今後は認知症の終 

末期ケアに対するマニュアル化の推進と事 

例検討会を重ね，継続したグループホーム 

職員の支援を行っていく．  

(7)認知症高齢者のための「終末期ケア研修会」

受講者の終末期ケアに対する認識 

終末期ケア研修会の受講者 39 人に対して終

末期ケア研修会を実施した研修会介入の評価

を実施した．自記式質問紙調査で，調査票は中

井ら１）が作成した「死にゆく患者へのターミナル

ケア態度尺度日本語版（Frommelt attitudes 

toward care of the dying scale: FATCOD， 

Form B-J）」を使用した．受講前後ともグルー

プホーム職員は，終末期ケアに対して消極的態

度がみられた．[死にゆく患者へのケアに価値を

見出せない態度]は，受講後に下位に，[サポ－

トする家族ケアへの認識]は受講後に上位とな

っていた．研修会の介入はグループホーム職員

の終末期ケアに対する認識の変化があり，効果



があったことが判明した．  

(8)「ターミナルケア態度尺度:FATCOD B-J」

の受講後 3 か月・受講後 6 か月の変化 

(1)受講前の認識：第 1 因子軸は「自分がケ

アしてきた患者は自分が不在の時になくな

ってほしい(.692)」「私は人が実際に亡くなっ

たとき逃げたしたい気持ちになる(.631)」「私

は死にゆく患者と親しくなることが怖い 

(.601)」の[死にゆく患者のケアへの恐怖]で構

成されていた．第 2 因子軸は「死にゆく患者

には面会時間の融通をすべき(.818)」「家族も

ケアの対象にすべきである(.710)」の[家族へ

の配慮の必要性]，第 3 因子軸は「家族は心理

的サポ－トが必要(.615)」「 死にゆく患者が自

分の気持ちを言葉に表すことは良いこと

(.466)」「家族へのケアは死別や悲観の時期を

通して継続されるべ(.445)」の[本人や家族へ

の心理的援助の必要性]で構成されていた．第

4 因子軸は「死にゆく患者とその家族は意思

決定者としての役割を担うべきである(.678)」

「家族は死にゆく患者が残された人生を最

良に過ごせるように関わるべき(.632)」の[家

族の役割]を認識していた． 

(2)受講後の認識の変化：受講前・受講後 1

週間・3 か月後・6 か月後の４回の認識の変

化をみた．受講前の第 1 因子軸に基づいて算

出した因子構造を外挿して，受講後 1 週間

後・3 か月後・6 か月後の因子得点を計算し，

その有意差を反復測定分散分析で検証した．

その結果，第 1 因子軸[死にゆく患者のケアへ

の恐怖]の認識は，受講１週間後は一時的に下

降し，3 か月後・6 か月後は単調増加してお

り，経時的に有意なものであった (p=.023)．

第 2 因子軸[家族への配慮の必要性]，第 3 因

子軸[本人や家族への心理的援助の必要性]，

第 4 因子軸[家族の役割]の認識はいずれも有

意差は認められなかった． 

 研修会受講は [死にゆく患者のケアへの恐

怖]の認識の変化は，一時的なものであり，そ

のことは時間の経過とともに死が現実的に

なり，[死にゆく患者のケアへの恐怖]の認識

がさらに高まったことを示している．しかし，

「家族への配慮」「家族の心理的支援」「家族

の役割」の認識については変化を認めず，家

族への援助ケアの認識は，日常的に認識され

ていたと考える．今後，職員の[死にゆく患者

のケアへの恐怖]を緩和するために，グループ

ホームに出向いての 3 か月以内の継続的な出

張研修会の介入や，死の準備教育やグリーフ

ケアなどの死の恐怖に対するケアやサポー

トが必要である． 

(9)6 か月後のフォーカスグループ・インタ 

ビューでは，以下の内容が明らかになった．  

① 研修会に 1 人が受講しても，ホーム全体に浸

透しておらず，非常勤職員が多い中で外部の

研修会には参加しにくい． 

② 受講後に終末期ケアを実施した職員の課題

は「医療との連携」であった． 

③ 医療連携加算や訪問看護の制度はあっても

「実際は使用しにくい・できていない」のが

現状である． 
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